
基
礎
研
究
部
門
　
古
典
籍
・
大
蔵
経
総
合
研
究
班
　
古
典
籍
資
料
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

『
難
後
拾
遺
』
の
歌
論
と
そ
の
意
義

鈴　

木　

徳　

男

は　

じ　

め　

に

『
難
後
拾
遺
』
は
、
応
徳
三
年
（
一
〇
八
六
）
に
成
立
し
た
藤
原
通
俊
撰
『
後
拾
遺
集
』
の
論
難
書
で
あ
り
、
入
集
歌
千
二
百
十
八
首
中
八
十
四
首
だ
け
を
対
象
に
取

り
あ
げ
て
い
る
と
は
い
え
、
勅
撰
集
に
対
す
る
批
判
書
の
出
現
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

『
袋
草
紙
』「
故
撰
集
子
細
」（「
故
人
和
歌
難
」
も
同
様
）「
後
拾
遺
抄
」
の
項
に

（
（
（

、

時
に
難
後
拾
遺
と
い
ふ
物
有
り
。
世
も
つ
て
経
信
の
所
為
と
称
す
。
通
俊
こ
れ
を
見
る
と
云
々
。
先
づ
件
の
集
を
も
つ
て
内
々
に
か
の
卿
に
見
合
は
し
む
る
の
処
、

神
妙
の
由
侍
る
。
後
日
こ
の
難
有
り
。
更
に
誤
ら
ず
と
云
々
。

な
ど
と
あ
り
、『
袋
草
紙
』
に
よ
る
と
、
源
経
信
（
一
〇
一
六
～
一
〇
九
七
）
の
著
作
で
あ
り
、
そ
の
難
を
撰
者
通
俊
が
披
見
し
た
と
あ
る
。
勅
撰
批
判
の
基
礎
と
な
っ

た
『
難
後
拾
遺
』（
以
下
、
本
書
と
い
う
）
の
歌
論
に
つ
い
て
、
六
条
源
家
の
始
発
的
意
義
を
考
察
す
る
。

同
じ
く
『
袋
草
紙
』
雑
談
に
載
る
俊
恵
の
談
に
よ
る
と
、
妹
の
女
房
の
遺
品
の
中
に
故
俊
頼
の
遺
草
が
少
々
あ
り
、
俊
頼
筆
の
本
書
の
草
案
が
あ
っ
た
の
で
、
父
俊
頼

の
著
作
で
は
な
い
か
と
い
う
。
そ
れ
を
聞
い
た
清
輔
は
、
経
信
の
口
状
を
聞
き
取
っ
た
俊
頼
の
草
稿
か
と
推
測
し
た
。
こ
こ
に
み
え
る
「
妹
の
女
房
」
は
俊
頼
没
後
に

『
金
葉
集
』
の
撰
集
資
料
を
整
理
し
て
い
る
新
少
将
で
は
な
い
か
（
後
述
）
と
思
わ
れ
る
。
本
書
が
六
条
源
家
に
お
い
て
代
々
相
伝
さ
れ
た
様
相
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ

の
意
味
で
「
始
発
的
」
を
用
い
た
。

『
難
後
拾
遺
』
の
歌
論
と
そ
の
意
義

四
一



一　

先
行
研
究
を
め
ぐ
っ
て

先
ず
、
本
書
の
先
行
研
究
の
う
ち
、
以
下
の
論
考
①
～
④
を
取
り
上
げ
て
、
お
お
よ
そ
検
討
す
る
。

①
上
野
理
『
後
拾
遺
集
前
後
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
六
年
）

上
野
氏
は
第
七
章
「
後
拾
遺
集
の
歌
風
」
四
節
「
難
後
拾
遺
の
主
張
」
に
お
い
て
、
本
書
の
著
者
を
源
経
信
と
認
め
、
1
～
13
節
に
わ
た
り
幾
つ
か
の
事
例
に
従
っ
て

詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
歌
風
を
論
ず
る
章
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
後
拾
遺
の
歌
風
と
対
立
す
る
経
信
の
方
法
を
把
握
す
る
た
め
に
、
経
信
の
作
歌
方
法
に
即

し
た
批
判
で
あ
る
本
書
を
取
り
上
げ
、
結
び
で
次
の
よ
う
に
要
約
す
る
。
傍
線
は
稿
者
、
以
下
同
様
。

通
俊
の
庶
幾
し
た
歌
風
を
正
面
き
っ
て
否
定
し
た
も
の
で
も
、
通
俊
の
歌
を
俎
上
に
あ
げ
て
批
判
し
た
も
の
で
も
な
い
。
…
…
経
信
は
自
己
の
作
歌
方
法
を
基
準
に

違
反
を
非
難
す
る
が
、
通
俊
は
、
経
信
の
歌
風
を
知
悉
し
、
こ
れ
を
の
り
こ
え
る
所
に
自
己
の
歌
風
を
確
立
、『
後
拾
遺
集
』
を
編
纂
し
て
い
る
の
で
、
経
信
が
、

題
の
本
意
を
把
握
し
、
こ
れ
を
単
純
化
し
て
、
現
実
に
即
し
て
具
体
的
に
表
現
し
、
端
正
な
調
べ
を
え
る
を
よ
し
、
と
す
る
立
場
か
ら
非
難
し
た
『
難
後
拾
遺
』
は
、

当
代
歌
人
へ
の
遠
慮
も
あ
り
、「
は
ざ
ま
の
地
の
歌
」
を
対
象
と
し
た
、
し
か
も
、
表
現
論
に
か
た
よ
っ
た
批
判
で
あ
っ
て
も
、
両
者
の
相
違
を
き
わ
だ
た
せ
て
い

る
、
と
理
解
し
て
よ
い
。
…
…
さ
ま
ざ
ま
な
歌
体
を
批
判
す
る
な
か
で
、
し
ば
し
ば
「
い
う
」
と
「
を
か
し
」
を
肯
定
的
に
使
用
す
る
。
趣
向
の
お
も
し
ろ
さ
を

「
を
か
し
」
と
い
う
例
も
あ
る
が
、
通
俊
の
め
ず
ら
し
い
趣
向
や
、
表
現
の
お
も
し
ろ
さ
を
ね
ら
っ
た
「
を
か
し
」
と
比
較
す
る
と
、
古
典
的
で
端
正
な
「
い
う
」

に
近
く
、
こ
れ
に
包
摂
さ
れ
る
傾
向
を
も
つ
。
俊
成
の
い
う
「
た
け
た
か
き
姿
」
へ
の
志
向
と
か
さ
ね
あ
わ
せ
て
理
解
し
て
よ
か
ろ
う
。

経
信
の
作
歌
方
法
と
は
、
同
著
第
三
章
「
後
拾
遺
集
の
歌
壇
」
七
節
「
源
経
信
と
歌
」
で
、
経
信
は
「
与
え
ら
れ
た
歌
題
の
題
意
を
正
し
く
理
解
し
、
現
実
に
即
し
た
か

た
ち
を
と
り
つ
つ
、
本
意
に
そ
っ
て
題
意
を
再
構
成
し
、
晴
の
歌
の
禁
忌
に
違
反
せ
ず
に
平
明
に
過
不
足
な
く
描
写
し
、
高
い
声
調
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
。
経
信
は
公

任
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
た
理
念
に
し
た
が
い
、
六
人
党
の
歌
人
ら
の
方
法
を
採
用
し
、
晴
の
歌
の
詠
法
を
完
成
し
た
よ
う
だ
。」
と
述
べ
る
。
ま
た
両
者
の
相
違
と
は
、

俊
成
『
古
来
風
体
抄
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
る
）
が
次
の
よ
う
に
説
く
歌
風
の
相
違
と
ほ
ぼ
同
義
と
す
る
。

後
拾
遺
の
歌
は
…
…
い
か
に
良
き
歌
多
く
侍
り
け
ん
。
さ
れ
ば
、
げ
に
ま
こ
と
に
お
も
し
ろ
く
、
聞
き
近
く
、
物
に
心
得
た
る
様
の
歌
ど
も
に
て
、
お
も
し
ろ
く
は

見
ゆ
る
を
、
撰
者
の
好
む
筋
や
、
ひ
と
へ
に
を
か
し
き
風
躰
な
り
け
ん
、
こ
と
に
良
き
歌
ど
も
は
さ
て
置
き
て
、
狭
間
の
地
の
歌
の
、
少
し
前
々
の
撰
集
に
見
合
す

『
難
後
拾
遺
』
の
歌
論
と
そ
の
意
義

四
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る
に
は
、
た
け
な
ど
も
立
ち
下
り
に
け
る
な
る
べ
し
。
ま
た
、
そ
の
御
時
、
大
納
言
経
信
卿
今
少
し
先
達
な
る
を
置
き
て
、
中
納
言
通
俊
卿
参
議
の
時
、
勅
撰
を
承

る
と
言
へ
る
こ
と
、
少
し
は
お
ぼ
つ
か
な
き
こ
と
な
り
。
さ
れ
ば
に
や
、
難
後
拾
遺
と
い
ふ
物
あ
り
け
る
と
か
や
。
彼
の
大
納
言
の
歌
の
風
躰
は
、
ま
た
こ
と
に
歌

の
た
け
を
好
み
、
古
き
姿
を
の
み
好
め
る
人
と
見
え
た
れ
ば
、
後
拾
遺
の
風
躰
を
如
何
ば
か
り
相
違
し
て
見
え
侍
り
け
ん
か
し
。

②
吉
田
ミ
ス
ズ
「
源
経
信
の
歌
論
の
一
考
察　

―
歌
詞
と
声
調
へ
の
関
心
に
つ
い
て
―
」
関
根
慶
子
教
授

退
官
記
念　
　

『
寝
覚
物
語
対
校
・
平
安
文
学
論
集
』（
風
間
書
房
、
一
九
七

五
年
）

吉
田
氏
は
、
経
信
の
詞
に
対
す
る
歌
論
的
見
解
を
、
承
暦
二
年
四
月
二
八
日
内
裏
歌
合
の
「
経
信
卿
記
」（
袋
草
紙
引
用
）、「
後
拾
遺
問
答
」（
袋
草
紙
所
収
逸
文
）、

高
陽
院
七
番
歌
合
判
詞
、
本
書
を
用
い
て
、「
晴
の
歌
」
と
い
う
共
通
性
の
あ
る
撰
集
と
歌
合
か
ら
経
信
の
歌
論
を
考
察
し
て
い
る
。

「
た
だ
人
の
も
の
い
ふ
や
う
」「
あ
や
し
の
人
の
つ
ね
の
こ
と
ば
」「
む
げ
に
ひ
た
ご
と
」「
む
げ
に
た
だ
ご
と
」
な
ど
と
し
た
、
口
語
的
な
表
現
を
避
け
る
こ
と
を
志
向

し
て
い
る
例
、「
す
べ
ら
か
に
お
ぼ
え
ね
」「
を
さ
な
げ
な
り
」
な
ど
と
評
し
、
歌
詞
へ
の
関
心
を
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
例
を
取
り
上
げ
て
、「
経
信
に
と
っ
て
歌
詞
と

は
、
…
…
即
ち
洗
練
さ
れ
た
詞
で
あ
り
、
深
く
心
が
こ
も
っ
た
、
伝
統
的
な
優
美
な
詞
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
と
指
摘
。
ま
た
声
調
に
つ
い
て
の
見
解
、
そ
の
歌

病
観
に
つ
い
て
、
経
信
の
声
調
尊
重
の
姿
勢
を
論
じ
、
歌
病
に
対
す
る
新
し
い
志
向
性
が
う
か
が
わ
れ
る
と
述
べ
る
。

③
渡
辺
輝
道
「『
難
後
拾
遺
』
の
意
味
」『
高
知
大
国
文
』
第
十
七
号
（
一
九
八
六
年
一
二
月
）

渡
辺
氏
は
、
上
野
氏
が
歌
風
の
追
究
を
目
的
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
同
様
の
ア
プ
ロ
ー
チ
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
歌
論
と
し
て
捉
え
た
。

経
信
が
歌
に
対
す
る
と
き
、
そ
の
評
価
座
標
の
原
点
に
「
晴
の
歌
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
…
…
典
型
的
に
は
、
そ
の
よ
う
な
歌
合
と
い

う
場
に
お
い
て
評
価
さ
れ
る
晴
の
歌
が
、
経
信
の
評
価
座
標
の
原
点
に
あ
っ
た
。
経
信
が
『
後
拾
遺
集
』
を
「
人
に
よ
ま
せ
て
聞
き
」
な
が
ら
、
各
歌
を
評
価
し
て

い
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
、
講
師
に
よ
っ
て
披
講
さ
れ
る
歌
を
聞
い
て
、
そ
の
優
劣
を
判
定
す
る
歌
合
の
場
の
歌
の
享
受
の
仕
方
に
倣
っ
た
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
…
…
『
難
後
拾
遺
』
の
基
底
を
な
し
た
の
は
、
歌
合
の
歌
論
で
あ
っ
た
。

渡
辺
氏
は
本
書
の
内
容
を
九
種
に
分
類
し
具
体
的
に
整
理
す
る
。
簡
潔
に
示
す
と
次
の
通
り
。

⑴　

入
集
を
不
適
と
す
る
難　

歌
の
出
来
（
表
現
の
不
備
）
を
酷
評
す
る
も
の
を
含
む　

一
〇
例

⑵　

誤
り
を
指
摘
す
る
難　

書
き
違
え
や
体
験
に
基
づ
く
集
の
記
述
の
誤
り
を
指
摘　

一
〇
例

『
難
後
拾
遺
』
の
歌
論
と
そ
の
意
義
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⑶　

歌
題
と
の
ず
れ
を
指
摘
す
る
難　

贈
歌
の
心
を
う
ま
く
踏
ま
え
て
い
な
い
返
歌
の
難　

七
例

⑷　

歌
の
模
倣
に
対
す
る
難　

一
〇
例

⑸　

調
べ
が
整
わ
な
い
こ
と
の
難　

三
例

⑹　

表
現
の
不
備
、
不
適
切
を
指
摘
す
る
難　

四
五
例

⑺　

禁
忌
の
用
語
に
対
す
る
難　

俗
語
的
表
現
を
含
む　

八
例

⑻　

本
意
の
逸
脱
に
対
す
る
難　

九
例

⑼　

歌
病
に
対
す
る
難　

二
例

④
錦
仁
『
中
世
和
歌
の
研
究
』（
桜
楓
社
、
一
九
九
一
年
）

錦
氏
は
、
第
一
章
「
源
経
信
の
表
現
」
3
「
経
信
の
表
現
観
Ⅱ
」
に
お
い
て
、
本
書
は
勅
撰
集
の
最
初
の
批
判
書
と
し
て
著
名
だ
が
、
歌
と
は
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き

か
と
い
う
経
信
独
自
の
主
張
が
、
豊
か
に
展
開
さ
れ
て
い
る
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

…
…
読
者
は
、
作
者
か
ら
離
れ
て
お
の
れ
の
鑑
賞
を
主
張
し
て
よ
い
。
歌
は
、
作
者
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
読
者
の
前
に
屹
立
す
べ
き
だ
。
作
者
は
、
そ
う
い
う
一
個

の
作
品
と
し
て
文
芸
的
自
律
性
の
あ
る
歌
を
完
成
し
読
者
に
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
い
う
表
現
観
、
す
な
わ
ち
〈
読
者
〉
の
自
立
を
主
張
す
る
立
場
か

ら
和
歌
の
表
現
の
在
り
方
を
説
く
と
い
う
態
度
が
、『
難
後
拾
遺
』
の
中
を
一
貫
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
…
…
『
難
後
拾
遺
』
を
一
貫
し
て
い
る
経
信
の
表
現
観
を

た
ど
っ
て
く
る
と
、
そ
れ
は
歌
合
の
批
評
原
理
に
す
こ
ぶ
る
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
歌
合
で
は
、
作
者
の
個
人
的
な
事
情
な
ど
無
視
さ
れ
て
し
ま
い
、
作

品
の
完
成
度
が
評
価
の
対
象
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

錦
氏
は
、
経
信
が
主
張
し
て
い
る
表
現
論
の
も
っ
と
も
典
型
と
思
わ
れ
る
例
を
、
当
時
尊
敬
を
集
め
て
い
た
公
任
と
能
因
の
歌
に
対
す
る
批
判
の
中
に
見
い
だ
し
、
そ
の

表
現
観
を
読
み
取
る
。
和
歌
の
伝
統
的
な
表
現
や
言
い
回
し
を
用
い
て
無
理
の
な
い
統
辞
法
を
完
成
す
べ
き
で
、
言
葉
に
表
現
さ
れ
た
こ
と
以
外
の
意
図
や
心
情
は
無
視

し
て
か
ま
わ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
一
首
は
そ
れ
自
身
で
独
立
し
た
自
律
的
世
界
と
し
て
鑑
賞
す
べ
き
だ
と
い
う
経
信
の
主
張
を
論
じ
、「
勅
撰
集
批
判
と
同
時
に
経
信
の

歌
論
を
も
併
せ
も
っ
て
い
る
」
と
す
る
。

本
書
の
歌
論
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
、
通
俊
と
の
作
歌
方
法
の
相
違
を
際
立
た
せ
て
い
る
表
現
論
的
批
判
（
上
野
理
）、
経
信
に
と
っ
て
歌
詞
と
は
洗
練
さ
れ
た

『
難
後
拾
遺
』
の
歌
論
と
そ
の
意
義

四
四



詞
で
あ
り
、
高
陽
院
七
番
歌
合
判
詞
な
ど
に
も
う
か
が
え
る
声
調
尊
重
の
姿
勢
、
歌
病
に
対
す
る
新
し
い
志
向
性
が
あ
る
（
吉
田
ミ
ス
ズ
）、
歌
に
対
す
る
評
価
座
標
の

原
点
に
「
晴
の
歌
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
置
か
れ
て
お
り
、
歌
合
の
歌
論
が
基
底
に
あ
り
（
渡
辺
輝
道
）、
一
貫
し
て
い
る
表
現
観
は
歌
合
の
批
評
原
理
に
近
似
し
て
い
る

（
錦
仁
）
な
ど
と
論
じ
ら
れ
て
き
た
と
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。

二　

歌 
論 
の 

性 

格

『
後
拾
遺
集
』
入
集
歌
の
う
ち
、
八
十
四
首
を
取
り
上
げ
て
、
論
難
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
撰
者
通
俊
が
『
後
拾
遺
集
』
序
に
お
い
て
賞
揚
す
る
公
任
（
三

首
）
や
能
因
（
四
首
）
を
は
じ
め
定
頼
、
長
能
（
そ
れ
ぞ
れ
三
首
）
と
い
っ
た
主
と
し
て
本
書
序
文
に
「
や
う
ご
と
な
き
う
た
よ
み
」
と
さ
れ
た
旧
世
代
の
著
名
な
歌
人

た
ち
を
批
判
の
対
象
に
選
ん
で
い
る
。
一
方
、
通
俊
の
詠
は
対
象
に
せ
ず
、
跋
文
に
「
こ
れ
を
え
ら
び
た
る
人
き
か
ば
、
い
か
に
腹
だ
ち
の
の
し
ら
ん
」
と
あ
る
よ
う
に

撰
者
の
所
謂
鑑
識
眼
を
問
う
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
当
代
歌
人
に
対
す
る
配
慮
が
み
え
、
執
筆
当
時
に
在
世
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
歌
人
の
詠
は
、
藤
三
位
、
公
実
な
ど
（
後
述
の
よ
う
に
、
こ
の
二
人
は
通
俊

の
縁
者
で
も
あ
る
）
の
数
首
に
限
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
検
討
し
て
、
経
信
の
批
評
態
度
を
具
体
的
に
示
し
て
み
た
い
。

引
用
に
あ
た
り
本
書
の
底
本
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
四
巻
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
八
年
）
所
収
の
冷
泉
家
本
に
よ
る

（
（
（

。
便
宜
上
、
句
読
点
、
濁
点
を
付
す
。
ミ

セ
ケ
チ
等
は
修
訂
後
の
本
文
に
よ
り
、〔　

〕
内
に
欠
字
と
思
わ
れ
る
文
字
を
補
っ
た
。
ま
た
和
歌
二
行
書
き
を
一
行
に
し
、
底
本
の
改
行
や
字
体
、
明
か
な
誤
写
な
ど

表
記
を
改
め
た
場
合
が
あ
る
。
私
に
追
記
の
数
字
、
歌
頭
は
本
書
の
通
し
番
号
、
歌
末
（　

）
内
は
『
後
拾
遺
集
』
の
歌
番
号
。

7
の
藤
三
位
の
詠
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

正
月
七
日
、
周
防
内
侍
ノ
許
ニ
ツ
カ
ハ
シ
ケ
ル�

藤
三
位

7　

カ
ズ
シ
ラ
ズ
カ
サ
ナ
ル
ト
シ
ヲ
ウ
グ
ヒ
ス
ノ
コ
ヱ
ス
ル
カ
タ
ノ
ワ
カ
ナ
ト
モ
ガ
ナ　
（
三
七
）

　
　
　
　
　
　

貫
之
ガ
哥
ニ

ツ
ミ
タ
ム
ル
コ
ト
ノ
カ
タ
キ
ハ
ウ
グ
ヒ
ス
ノ
コ
ヱ
ス
ル
カ
タ
ノ
ワ
カ
ナ
ヽ
リ
ケ
リ

ト
ヨ
メ
ル
、
ワ
カ
ナ
ツ
ミ
ニ
ノ
ニ
イ
デ
タ
ル
ニ
、
ウ
グ
ヒ
〔
ス
〕
ノ
コ
ヱ
ス
ル
カ
タ
ヲ
キ
ク
ホ
ド
、
ワ
カ
ナ
ヲ
ナ
ム
ツ
ミ
タ
メ
ヌ
ト
ア
ル
コ
ソ
イ
フ
ニ
ハ

『
難
後
拾
遺
』
の
歌
論
と
そ
の
意
義
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ア
レ
。
コ
ヽ
ニ
ハ
カ
レ
ヲ
ト
リ
テ
、
コ
ヱ
ス
ル
カ
タ
ト
ヨ
ミ
タ
ル
ガ
、
サ
ル
ベ
シ
ト
モ
オ
ボ
ヘ
ヌ
ナ
リ
。
カ
ノ
本
哥
ニ
テ
ヨ
ミ
タ
ル
ハ
、
カ
ヽ
ル
証
哥
ア

ラ
ム
ヤ
。

作
者
藤
三
位
は
、
藤
原
親
子
、
治
安
元
年
（
一
〇
二
一
）
生
ま
れ
、
寛
治
七
年
（
一
〇
九
三
）
一
〇
月
二
一
日
没
、
七
十
三
歳
（
中
右
記
）。
隆
経
妻
、
顕
季
母
で
、

白
河
院
乳
母
。『
後
拾
遺
集
』
に
は
二
首
入
集
（
右
の
ほ
か
四
四
四
）。
顕
季
の
妻
は
通
俊
の
姉
妹
。
井
上
宗
雄
『
平
安
後
期
歌
人
伝
の
研
究　

増
補
版
』（
笠
間
書
院
、

一
九
八
八
年
）
参
照
。

歌
を
送
っ
た
交
流
相
手
、
周
防
内
侍
は
、
平
棟
仲
女
、
仲
子
。
長
元
末
年
（
一
〇
三
六
）
頃
生
ま
れ
、
天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
頃
出
家
後
間
も
な
く
没
（
江
帥
集
）。

後
冷
泉
朝
出
仕
、
以
後
白
河
堀
河
朝
ま
で
仕
え
る
、
掌
侍
。『
後
拾
遺
集
』
に
四
首
入
集
。
本
書
成
立
時
に
は
両
人
と
も
健
在
で
あ
っ
た
。『
周
防
内
侍
集
』
に
は
周
防
内

侍
の
返
歌
「
年
積
め
ど
御
千
代
の
数
を
か
ぞ
ふ
べ
き
君
は
な
ほ
こ
そ
若
菜
な
り
け
り
」
も
載
っ
て
い
る
。

藤
三
位
の
詠
中
、「
ウ
グ
ヒ
ス
ノ
コ
ヱ
ス
ル
カ
タ
ノ
ワ
カ
ナ
」
が
貫
之
詠
「
摘
み
た
む
る
こ
と
の
難
き
は
鶯
の
声
す
る
か
た
の
若
菜
な
り
け
り
」（
異
同
が
あ
る
が
拾
遺

集
二
六
に
読
人
不
知
と
し
て
み
え
、
第
四
句
「
声
す
る
野
辺
の
」）
に
よ
っ
て
い
る
が
、
若
菜
を
摘
む
た
め
に
野
辺
に
出
た
が
鶯
の
声
に
聞
き
入
っ
て
摘
み
集
め
ら
れ
な

い
と
詠
む
（
優
な
る
）
貫
之
詠
に
対
し
て
「
サ
ル
ベ
シ
ト
モ
オ
ボ
ヘ
ヌ
ナ
リ
」
と
難
ず
る
。
こ
の
よ
う
に
現
実
的
な
情
景
を
ふ
ま
え
ず
、
貫
之
歌
の
表
現
を
比
喩
に
利
用

し
、
若
菜
を
若
さ
に
た
と
え
て
老
い
を
嘆
く
謂
わ
ば
機
知
的
観
念
的
に
詠
む
方
法
が
批
判
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
方
法
に
「
証
歌
」（
根
拠
と
な
る
例
、

「
証
歌
」
を
求
め
る
例
は
29
、
61
に
も
み
え
る
）
を
求
め
て
い
る
。

例
え
ば
前
述
の
錦
氏
著
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
こ
の
贈
答
を
載
せ
る
家
集
に
よ
れ
ば
「
贈
答
の
機
微
も
ウ
イ
ッ
ト
も
手
腕
も
う
か
が
え
て
面
白
い
。
対
話
の
鍵

で
あ
る
貫
之
歌
を
念
頭
に
置
い
て
二
人
の
や
り
と
り
を
読
め
ば
、
そ
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
の
で
あ
る
。
が
、
経
信
は
こ
う
し
た
贈
答
歌
の
詠
み
方
を
認
め
よ
う
と
し
て

い
な
い
。」

類
似
の
先
行
歌
と
比
較
し
て
の
批
判
は
、
1
、
3
、
9
、
18
、
23
、
29
、
34
（
後
述
の
公
実
詠
）、
59
、
73
、
77
な
ど
他
に
も
多
い
。
そ
の
多
く
は
模
倣
を
難
じ
て
い

る
が
、
必
ず
し
も
「
本
歌
」「
本
文
」
と
し
な
い
場
合
も
あ
り
、
歌
病
の
例
と
し
て
あ
げ
た
り
（
1
）、
用
語
を
批
判
す
る
た
め
に
別
の
歌
の
表
現
を
示
し
た
り
（
77
）、

先
行
例
と
似
て
い
る
こ
と
自
体
が
悪
い
の
で
は
な
い
と
説
き
（
9
）、
古
い
歌
に
あ
る
節
で
あ
っ
て
も
よ
く
詠
み
な
し
た
場
合
も
あ
る
（
73
）
な
ど
と
評
す
る
。

次
の
一
宮
駿
河
は
、
生
没
年
未
詳
で
、
後
冷
泉
院
時
代
（
一
〇
二
五
～
一
〇
六
八
）
の
詠
歌
で
あ
る
が
、
高
倉
一
宮
祐
子
内
親
王
（
一
〇
三
八
～
一
一
〇
五
）
の
女
房

『
難
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遺
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の
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と
そ
の
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で
も
あ
り
、
当
時
在
世
の
蓋
然
性
が
あ
る
。

後
冷
泉
院
御
時
、
上
ノ
ヲ
ノ
コ
ド
モ
花
ミ
ニ
マ
カ
リ
テ
、
哥
ナ
ド
ヨ
ミ
テ
一
宮
ノ
オ
ホ
ム
カ
タ
ニ
マ
イ
リ
タ
リ
ケ
ル
ニ　
　
　
　
　
　

一
宮
ノ
ス
ル
ガ

17　

オ
モ
ヒ
ヤ
ル
コ
ヽ
ロ
バ
カ
リ
ハ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
タ
ヅ
ヌ
ル
ヒ
ト
ニ
ヲ
ク
レ
ヤ
ハ
ス
ル　
（
八
六
）

哥
ノ
心
ハ
イ
ハ
レ
タ
レ
ド
、
人
ニ
ヲ
ク
ル
ト
イ
フ
コ
ト
ハ
、
マ
ガ
〳
〵
シ
キ
コ
ト
ヽ
オ
モ
ヒ
ナ
ラ
ハ
シ
タ
レ
バ
、
イ
ト
ハ
レ
ニ
ダ
サ
ム
哥
ニ
ハ
、
イ
カ
ヾ

ハ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ム
。

「
歌
ノ
心
」
は
も
っ
と
も
認
め
な
が
ら
、「
人
ニ
ヲ
ク
ル
」
を
、
人
に
先
だ
た
れ
る
を
意
味
す
る
「
マ
ガ
〳
〵
シ
キ
コ
ト
」（
禁
忌
の
詞
）
と
し
、
晴
の
歌
の
表
現
と
し
て

不
適
切
だ
と
難
ず
る
。
こ
こ
に
も
吉
田
氏
が
考
察
す
る
よ
う
に
、
経
信
の
批
判
の
柱
の
ひ
と
つ
で
あ
る
晴
の
歌
に
お
け
る
歌
詞
へ
の
拘
り
が
あ
っ
た
。

次
の
例
、
公
実
は
閑
院
流
、
天
喜
元
年
（
一
〇
五
三
）
生
ま
れ
、
嘉
承
二
年
（
一
一
〇
七
）
一
一
月
一
四
日
没
、
五
十
五
歳
（
中
右
記
）。
母
は
通
俊
姉
妹
。
顕
季
と

と
も
に
、
白
河
院
近
臣
。
次
世
代
の
中
心
的
な
歌
人
で
、『
堀
河
百
首
』
を
勧
進
し
た
と
も
い
わ
れ
、
俊
頼
ら
の
庇
護
者
。
井
上
宗
雄
『
平
安
後
期
歌
人
伝
の
研
究 

増
補

版
』（
前
掲
）、
竹
下
豊
『
堀
河
院
御
時
百
首
の
研
究
』（
風
間
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）
ほ
か
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　

客
依
月
来
ト
イ
フ
コ
ヽ
ロ
ヲ�

公
実
卿

34　

ワ
ス
レ
ニ
シ
ヒ
ト
モ
ト
ヒ
ケ
リ
ア
キ
ノ
ヨ
ハ
ツ
キ
イ
デ
バ
ト
コ
ソ
マ
ツ
ベ
カ
リ
ケ
レ　
（
二
四
九
）

コ
ノ
哥
ノ
コ
ヽ
ロ
ハ
客
依
月
来
ト
イ
ヘ
バ
、
月
ア
カ
キ
ニ
、
モ
ロ
ト
モ
ニ
ミ
ム
ヒ
ト
ノ
キ
タ
ル
ナ
リ
。
江
侍
従
ト
イ
ヒ
シ
女
房
ノ

ツ
キ
カ
ゲ
ハ
ヤ
マ
ノ
ハ
チ
カ
ク
ナ
リ
ニ
ケ
リ
イ
デ
バ
ト
イ
ヒ
シ
ヒ
ト
ニ
ツ
ゲ
バ
ヤ

ト
ヨ
メ
リ
シ
哥
ハ
、
イ
デ
バ
ト
イ
ヒ
シ
コ
ト
バ
ヲ
コ
ヽ
ロ
バ
ヘ
ア
ル
コ
ト
ニ
テ
ア
ル
ヲ
、
コ
ト
バ
モ
コ
ヽ
ロ
モ
カ
ハ
ラ
ザ
ラ
ム
ハ
、
イ
カ
ヾ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ム
。

マ
タ
、
カ
ノ
ウ
タ
ハ
ヨ
ミ
ヨ
シ
、
コ
レ
ハ
、
イ
デ
ハ
テ
バ
ト
コ
ソ
ト
イ
フ
ト
コ
ロ
、
イ
ト
ヨ
ミ
ニ
ク
シ
。
モ
シ
、
ア
マ
リ
タ
ル
フ
ル
哥
モ
ア
レ
ド
、
ス
ベ

ラ
カ
ニ
ヨ
マ
レ
ツ
ヽ
コ
ソ
ア
ル
ヤ
ウ
ニ
オ
ボ
ユ
レ
。

マ
タ
、
題
ニ
ハ
、
チ
ギ
リ
モ
ナ
ウ
テ
月
ニ
ヒ
ト
ノ
キ
タ
ル
ト
モ
コ
ソ
イ
フ
モ
ア
ラ
ヌ
。
月
イ
デ
ム
ヲ
リ
ヲ
チ
ギ
リ
タ
ラ
ム
ハ
、
タ
ヾ
月
ニ
オ
モ
ヒ
イ
デ
ヽ

キ
タ
リ
タ
ラ
ム
ニ
ハ
ヲ
ト
リ
モ
ヤ
ス
ラ
ム
。

経
信
の
難
は
三
点
あ
る
（
右
の
掲
出
本
文
に
お
い
て
改
行
し
段
落
で
示
す
）。
先
ず
「
コ
ノ
哥
ノ
コ
ヽ
ロ
ハ
客
依
月
来
ト
イ
ヘ
バ
、
月
ア
カ
キ
ニ
、
モ
ロ
ト
モ
ニ
ミ
ム

『
難
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の
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ヒ
ト
ノ
キ
タ
ル
ナ
リ
」
と
歌
意
を
説
い
て
、「
江
侍
従
ト
イ
ヒ
シ
女
房
ノ
」
詠
ん
だ
類
似
し
た
例
「
月
か
げ
は
山
の
端
近
く
な
り
に
け
り
い
で
ば
と
い
ひ
し
人
に
つ
げ
ば

や
」（
異
同
が
あ
る
が
後
拾
遺
集
八
五
六
に
入
集
す
る
「
月
み
れ
ば
山
の
端
た
か
く
な
り
に
け
り
い
で
ば
と
い
ひ
し
人
に
み
せ
ば
や
」
と
同
歌
か
）
を
指
摘
、「
コ
ト
バ
モ

コ
ヽ
ロ
モ
カ
ハ
ラ
ザ
ラ
ム
ハ
、
イ
カ
ヾ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ム
」
と
模
倣
を
難
ず
る
。

さ
ら
に
二
点
目
、
詠
じ
る
際
の
調
べ
に
つ
い
て
「
カ
ノ
ウ
タ
」
江
侍
従
詠
と
比
較
し
、「
コ
レ
」
こ
の
歌
の
第
四
句
の
字
余
り
「
イ
デ
ハ
テ
バ
ト
コ
ソ
」（
掲
出
の
同
句

は
「
ツ
キ
イ
デ
バ
ト
コ
ソ
」）
の
破
調
が
「
ス
ベ
ラ
カ
ニ
」
読
め
な
い
と
否
定
す
る
。

次
に
三
点
目
、
こ
こ
が
問
題
に
な
る
が
、「
マ
タ
題
ニ
ハ
、
チ
ギ
リ
モ
ナ
ウ
テ
月
ニ
ヒ
ト
ノ
キ
タ
ル
ト
モ
コ
ソ
イ
フ
モ
ア
ラ
ヌ
…
…
」
の
部
分
、
龍
大
本
は
「
又
題
に

は
ち
ぎ
る
と
も
な
う
て
［
月
に
人
の
き
た
る
ら
ん
こ
そ
い
う
に
も
あ
ら
め
］
月
い
で
ん
お
り
を
契
た
ら
ん
は
只
月
に
思
出
て
き
た
ら
ん
に
は
お
と
り
や
せ
ん
」（［　

］
内

は
神
宮
文
庫
本
で
補
う
）
と
あ
る
。
契
沖
本
な
ど
も
ほ
ぼ
同
様
で
「
ま
た
ゞ
い
に
、
ち
ぎ
る
と
も
な
く
て
月
に
人
の
き
た
ら
ん
こ
そ
ゆ
う
に
も
あ
ら
め
、
月
い
で
ん
を
り

ち
ぎ
り
た
ら
ん
は
、
た
ゞ
月
に
お
も
ひ
い
で
ゝ
き
た
ら
ん
に
は
お
と
り
も
や
す
ら
ん
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
本
文
で
理
解
し
て
、
前
述
上
野
氏
は
「
歌
題
に
注
文
を
つ

け
」
た
箇
所
と
し
、
同
じ
く
渡
辺
氏
は
「
歌
題
と
の
ず
れ
」
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
掲
出
の
公
実
詠
の
難
に
は
な
ら
な
い
の
で
、
こ
こ
は
冷
泉
家
本
で
読
み
と
り
、

「
ま
た
歌
題
に
は
、
約
束
す
る
こ
と
な
く
て
月
が
出
た
の
で
人
が
訪
ね
て
来
た
と
も
言
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
」
と
理
解
し
、
続
け
て
「
月
が
出
る
折
に
来
よ
う
と
約
束

す
る
の
は
た
だ
（
約
束
な
し
に
）
月
が
出
た
の
で
思
い
出
し
て
訪
ね
て
来
た
と
い
う
の
に
劣
っ
て
い
よ
う
か
（
劣
っ
て
い
な
い
）」
と
述
べ
て
い
る
と
解
し
た
い
。
つ
ま

り
歌
題
を
受
け
趣
向
的
に
も
、
江
侍
従
の
歌
が
勝
れ
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
近
き
古
歌
」
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
（
袋
草
紙
・
雑
談
な
ど
の
逸
話
を
ふ

ま
え
た
井
上
宗
雄
前
掲
著
）
公
実
に
対
す
る
批
判
と
し
て
興
味
深
い
。

以
上
の
例
か
ら
確
認
で
き
る
の
は
、
先
学
が
す
で
に
考
察
す
る
よ
う
に
、
本
書
の
歌
論
を
支
え
て
い
る
の
は
、
著
者
の
歌
壇
活
動
の
体
験
、
主
と
し
て
歌
合
へ
の
参
加

な
ど
で
培
わ
れ
た
批
評
意
識
で
あ
る
。
な
お
歌
合
と
の
関
連
で
い
う
と
、
歌
病
に
つ
い
て
の
言
及
や
証
歌
を
求
め
る
態
度
な
ど
の
歌
評
論
理
だ
け
で
な
く
、「
を
か
し
」

（
3
・
5
・
9
・
11
・
38
・
60
・
73
・
75
）、「
優
な
り
」（
7
・
9
・
77
・
84
）、「
め
づ
ら
し
」（
26
・
44
・
73
）
の
評
語
を
は
じ
め
、「
す
べ
ら
か
な
り
」（
5
・
34
・
64
）、

「
な
だ
ら
か
な
り
」（
51
）、
さ
ら
に
は
「
た
だ
ご
と
」（
類
似
の
言
い
方
を
含
む
、
16
・
26
・
48
・
77
・
81
）、「
を
さ
な
げ
な
り
」（
5
・
39
）、「
こ
と
ば
た
ら
ず
」（
38
）、

「
さ
せ
る
こ
と
な
し
」（
3
・
36
・
40
）
ほ
か
、
後
に
俊
頼
が
歌
合
の
判
詞
で
多
用
す
る
語
彙
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
詳
細
を
論
ず
る
余
裕
は
な
い
が
、
本
書
の
相
伝

継
承
に
関
わ
り
看
過
で
き
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。
俊
頼
の
判
詞
と
の
類
似
は
本
書
の
著
者
を
俊
頼
と
推
定
す
る
根
拠
に
す
ら
な
っ
て
い
る

（
（
（

。

『
難
後
拾
遺
』
の
歌
論
と
そ
の
意
義

四
八



三　

歌 

論 

の 

意 

義

上
野
氏
前
掲
著
は
、
経
信
の
評
論
は
な
が
い
歌
壇
活
動
の
体
験
に
も
と
づ
く
も
の
が
多
い
が
、
本
書
に
も
そ
の
傾
向
が
あ
る
と
述
べ
、
著
者
の
見
聞
を
も
と
に
し
た
こ

の
種
の
主
張
は
説
得
力
を
も
つ
と
説
い
た
。
以
下
い
く
つ
か
の
例
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

�

範
永
女

60　

ウ
チ
ハ
ヘ
テ
ク
ユ
ル
モ
ク
ル
シ
イ
カ
デ
ナ
ヲ
ヨ
ニ
ス
ミ
ガ
マ
ノ
ケ
ブ
リ
タ
エ
ナ
ム　
（
八
一
九

（
（
（

）

コ
ノ
ウ
タ
ハ
、
イ
ト
ヲ
カ
シ
ウ
ヨ
ミ
タ
ル
哥
ナ
リ
。
ヨ
ト
ヽ
モ
ニ
ト
コ
ソ
キ
ヽ
シ
カ
。
範
永
ガ
ム
ス
メ
ノ
尾
張
ト
テ
、
麗
景
殿
ノ
女
御
ノ
方
ニ
ア
リ
シ
ガ

哥
ト
コ
ソ
人
ハ
イ
フ
メ
リ
シ
カ
。
カ
ノ
集
ニ
テ
、
タ
レ
ト
モ
カ
ヽ
レ
ヌ
ハ
イ
カ
ヾ
。

60
（
八
一
九
番
歌
）
は
、「
イ
ト
ヲ
カ
シ
ウ
ヨ
ミ
タ
ル
哥
」
大
変
よ
い
歌
と
評
価
し
て
い
る
。
た
だ
初
句
「
う
ち
は
へ
て
」
は
「
よ
と
と
も
に
」
と
聞
い
て
い
た
と
、

そ
の
異
同
に
言
及
、
さ
ら
に
作
者
に
つ
い
て
、「
範
永
女
」
で
は
な
く
「
麗
景
殿
尾
張
」
と
あ
る
べ
き
と
作
者
名
表
記
の
不
備
を
指
摘
す
る
。「
人
ハ
イ
フ
メ
リ
シ
カ
」
と

あ
り
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
は
直
接
に
聞
い
た
情
報
で
あ
る
。
作
者
あ
る
い
は
範
永
か
、
そ
れ
に
近
い
人
物
が
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
藤
原
範
永
は
経
信
と
同
じ
歌
合
・

歌
会
に
参
加
し
て
お
り
、
経
信
の
交
流
圏
に
い
た
歌
人
で
あ
る
。

た
だ
し
、「
尾
張
ト
テ
、
麗
景
殿
ノ
女
御
ノ
方
ニ
ア
リ
シ
ガ
哥
」
の
箇
所
に
異
同
が
あ
る
。
契
沖
本
な
ど
は
「
を
は
り
と
て
、
承
香
殿
女
御
の
御
方
に
あ
り
し
が
歌
」

と
あ
る
。
尾
張
の
母
は
小
式
部
内
侍
と
さ
れ
る
（
早
稲
田
大
学
本
な
ど
勘
物
に
「
堀
川
右
大
臣
家
女
房
、
号
尾
張
、
母
小
式
部
内
侍
」
と
あ
る
）
が
、
そ
れ
な
ら
ば
、
麗

景
殿
女
御
（
後
朱
雀
院
女
御
延
子
、
入
内
は
長
久
三
年
〈
一
〇
四
二
〉）
に
仕
え
た
の
は
作
者
二
十
代
、
承
香
殿
女
御
（
白
河
院
女
御
道
子
、
入
内
は
延
久
元
年
〈
一
〇

六
九
〉）
で
は
作
者
五
十
代
と
な
る
。
犬
養
廉
・
平
野
由
紀
子
・
い
さ
ら
会
『
後
拾
遺
和
歌
集
新
釈
』
下
巻
（
笠
間
書
院
、
一
九
九
七
年
）
参
照
。
因
み
に
こ
の
範
永
女

も
本
書
成
立
当
時
在
世
の
可
能
性
が
あ
る
。
序
文
に
「
マ
タ
ヨ
ミ
ビ
ト
ヲ
モ
、
ウ
タ
ノ
コ
ト
バ
ヲ
モ
、
カ
キ
タ
ガ
ヘ
タ
ル
ニ
ヤ
ア
ラ
ム
。
オ
ホ
カ
タ
キ
ヽ
テ
、
ハ
ラ
ダ
チ

ナ
ム
ヒ
ト
モ
ア
リ
テ
ム
」
と
あ
る
、
書
き
違
え
に
当
た
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
作
者
表
記
だ
け
で
は
な
く
、
身
近
な
人
か
ら
の
直
接
の
伝
聞
に
基
づ
き
、
歌
句
の
誤
り
を
指
摘
す
る
批
判
が
ほ
か
に
も
み
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　

題
不
知�

ヨ
シ
ト
キ

『
難
後
拾
遺
』
の
歌
論
と
そ
の
意
義

四
九



11　

ム
メ
ノ
カ
ヲ
ヨ
ハ
ノ
ア
ラ
シ
ノ
フ
キ
タ
メ
テ
マ
キ
ノ
イ
タ
ド
ノ
ア
ク
ル
マ
チ
ケ
ル　
（
五
三
）

イ
ト
ヲ
カ
シ
キ
ウ
タ
ナ
リ
。
タ
ヾ
シ
、
コ
レ
ヨ
ミ
タ
ル
ヒ
ト
ノ
コ
ノ
ウ
タ
カ
タ
リ
シ
ハ
、
ム
メ
ノ
カ
ヲ
ノ底

本キ「
ノ
」ニ

ア
ラ
シ
ノ
フ
キ
タ
メ
テ
ト
コ
ソ
。
モ
シ
カ

キ
タ
ガ
ヘ
タ
ル
ニ
ヤ
ア
ラ
ム
、
コ
ノ
定
ナ
リ
シ
コ
ソ
イ
マ
ス
コ
シ
ハ
マ
サ
リ
タ
レ
。

11
（
五
三
番
歌
）
の
大
江
嘉
言
の
歌
も
「
イ
ト
ヲ
カ
シ
キ
ウ
タ
」
と
褒
め
な
が
ら
、
そ
の
異
同
を
め
ぐ
っ
て
、
第
二
句
は
「
夜
半
の
嵐
の
」
で
は
な
く
「
軒
に
嵐
の
」

で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
と
批
判
す
る
。
嘉
言
は
寛
弘
七
年
（
一
〇
一
〇
）
任
地
対
馬
で
没
し
て
い
る
。
経
信
は
長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
生
ま
れ
で
あ
り
、
作
者
か
ら
直

接
聞
く
こ
と
は
不
可
能
。
本
文
「
コ
レ
ヨ
ミ
タ
ル
ヒ
ト
ノ
コ
ノ
ウ
タ
カ
タ
リ
シ
ハ
…
」
の
解
釈
は
「
こ
れ
詠
み
た
る
人
の
子
の
歌
語
り
し
」
か
。
詠
者
の
子
が
作
意
を
語

る
用
例
は
『
俊
頼
髄
脳
』（
二
三
四
）
に
永
承
四
年
歌
合
の
資
仲
詠
に
つ
い
て
、
子
の
顕
実
の
例
が
あ
る
。
誰
か
不
明
な
が
ら
、
そ
れ
な
ら
直
接
の
見
聞
と
い
え
る
。

契
沖
本
で
は
当
該
箇
所
は
「
こ
れ
よ
み
た
る
ひ
と
の
こ
の
か
た
り
し
は
、
む
め
の
香
を
よ
は
の
あ
ら
し
の
ふ
き
た
め
て
と
こ
そ
」
と
あ
り
本
文
に
不
審
が
あ
っ
た
。
新

日
本
古
典
文
学
大
系
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
の
注
に
「
難
後
拾
遺
は
、「
梅
の
香
」
と
あ
る
方
が
ま
さ
っ
て
い
る
と
す
る
」
と
あ
る
な
ど
、
い
ま
ま
で
初
句
の
異
同
に
関
す

る
難
と
さ
れ
て
き
た
が
、
冷
泉
家
本
に
よ
っ
て
二
句
の
異
同
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
袋
草
紙
』
や
『
後
拾
遺
集
』
勘
物
（
清
輔
の
所
注
と
み
ら
れ
る
）
の
引
用
に

よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る

（
（
（

。

次
の
41
（
四
六
六
番
歌
）
惟
規
詠
も
、
第
四
句
の
異
同
や
作
歌
事
情
を
源
為
善
か
ら
直
接
聞
い
た
と
す
る
同
様
の
例
。

　
　
　
　
　
　
　

チ
ヽ
ノ
モ
ト
ニ
越
後
ニ
マ
カ
リ
ケ
ル
ニ
ア
フ
サ
カ
ノ
セ
キ
ヲ
コ
エ
テ
為
善
ガ
モ
ト
ニ
ツ
カ
ハ
シ
ケ
ル　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

惟
規

41　

ア
フ
サ
カ
ノ
セ
キ
ウ
チ
コ
ユ
ル
ホ
ド
モ
ナ
ク
ケ
サ
ハ
ミ
ヤ
コ
ノ
ヒ
ト
ゾ
コ
ヒ
シ
キ　
（
四
六
六
）

マ
ヅ
ハ
ト
コ
ソ
キ
〔
ヽ
〕
タ
マ
ヘ
シ
カ
。〔
サ
〕
テ
ハ
マ
サ
ル
ラ
ム
モ
ノ
ヲ
。
コ
レ
ハ
為
善
ガ
ヽ
タ
リ
シ
ハ
、
ノ
ブ
ノ
リ
ガ
コ
ノ
哥
ヲ
ヨ
ミ
テ
ヲ
コ
セ
テ

ハ
ベ
ル
カ
ヘ
リ
ゴ
ト
ヲ
、
越
後
ニ
ツ
カ
ハ
シ
タ
リ
シ
ニ
、
ノ
ブ
ノ
リ
ハ
ウ
セ
テ
、
チ
ヽ
為
時
ガ
返
事
ヲ
イ
ト
ア
ハ
レ
ニ
カ
キ
ツ
ケ
テ
ハ
ベ
リ
シ
、
イ
マ
ニ

ウ
シ
ナ
ハ
デ
ハ
ベ
ル
ト
コ
ソ
マ
ウ
ス
メ
リ
シ
カ
。

惟
規
が
、
父
為
時
の
赴
任
地
越
後
で
病
没
し
た
の
は
寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）
の
こ
と
。
直
接
歌
を
受
け
取
っ
た
為
善
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
第
四
句
「
今
朝
は
都
の
」

で
は
な
く
「
先
づ
は
都
の
」
で
あ
っ
て
、
こ
の
方
が
勝
れ
て
い
る
と
評
す
る
。
そ
し
て
惟
規
か
ら
こ
の
作
を
送
ら
れ
た
為
善
が
越
後
に
返
歌
を
送
っ
た
が
、
惟
規
は
す
で

に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
父
の
為
時
が
思
い
の
こ
も
っ
た
返
事
を
く
れ
、
そ
れ
を
今
も
大
事
に
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
経
信
に
語
っ
た
為
善
は
、
母
方
の
叔
父
で
、

『
難
後
拾
遺
』
の
歌
論
と
そ
の
意
義

五
〇



経
信
は
影
響
を
受
け
た
。
為
善
が
亡
く
な
っ
た
長
久
三
年
（
一
〇
四
二
）
は
、
経
信
は
二
十
七
歳
。
惟
規
詠
の
作
歌
事
情
を
生
前
に
聞
い
て
い
た
。

惟
規
の
臨
終
を
め
ぐ
る
別
の
説
話
が
『
俊
頼
髄
脳
』（
四
三
五
）
に
載
る

（
（
（

。
和
歌
に
執
着
し
た
惟
規
の
謂
わ
ば
辞
世
の
歌
で
あ
る
「
み
や
こ
に
は
恋
し
き
人
の
あ
ま
た

あ
れ
ば
な
ほ
こ
の
た
び
は
い
か
ん
と
ぞ
思
」
は
、
や
は
り
為
時
か
ら
為
善
に
送
ら
れ
た
一
首
で
あ
ろ
う
。
惟
規
の
死
と
和
歌
を
め
ぐ
る
言
談
二
つ
は
、
当
事
者
惟
規
と
語

り
手
為
善
の
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
と
も
に
俊
頼
に
相
伝
さ
れ
た
経
緯
が
読
み
取
れ
る

（
（
（

。

次
の
例
、
21
（
一
七
八
番
歌
）
の
作
者
を
元
慶
法
師
と
す
る
が
、
こ
れ
は
撰
者
の
聞
書
で
あ
り
、
筑
紫
に
い
た
時
に
自
分
が
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
良
暹
法
師
の
若
い
こ

ろ
の
詠
で
、
作
者
の
誤
伝
で
あ
る
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

ツ
ク
シ
ノ
大
山
寺
ト
イ
フ
ト
コ
ロ
ニ
テ
哥
合
シ
ハ
ベ
リ
ケ
ル
ニ
ヨ
メ
ル� 



元
慶
法
師

21　

ワ
ガ
ヤ
ド
ノ
カ
キ
ネ
ナ
ス
ギ
ソ
ホ
ト
ヽ
ギ
ス
イ
ヅ
レ
ノ
サ
ト
モ
オ
ナ
ジ
ウ
ノ
ハ
ナ　
（
一
七
八
）

コ
ノ
ウ
タ
、
ツ
ク
シ
ニ
ハ
ベ
リ
シ
ホ
ド
ニ
、
良
暹
ト
イ
フ
僧
ノ
、
ワ
ガ
ヨ
ミ
タ
ル
ト
キ
ヽ
テ
、
コ
レ
ハ
フ
ル
哥
ト
コ
ソ
キ
ケ
ト
イ
ヒ
ハ
ベ
リ
シ
カ
バ
、
七

十
ノ
法
師
ノ
ワ
ガ
ヽ
ミ
ニ
ヨ
メ
リ
シ
カ
バ
、
フ
ル
ウ
タ
ト
マ
ウ
サ
ン
ニ
、
ソ
ラ
ゴ
ト
ヽ
ハ
オ
ボ
エ
ズ
ト
マ
ウ
シ
ヽ
ヲ
、
元
慶
法
師
ト
カ
キ
ツ
ケ
ラ
レ
テ
ハ

ベ
リ
シ
ヲ
、
コ
ノ
集
エ
ラ
バ
レ
タ
ル
ヒ
ト
ニ
ト
ヒ
ハ
ベ
リ
シ
カ
バ
、
実
源
律
師
ガ
ツ
ク
シ
ニ
ア
リ
ケ
ル
ホ
ド
、
元
慶
ト
イ
フ
モ
ノ
ヽ
マ
サ
シ
ク
ヨ
ミ
タ
リ

シ
ヲ
ミ
シ
ナ
リ
ト
マ
ウ
セ
バ
、
ソ
ノ
ヨ
シ
ヲ
カ
キ
ツ
ケ
タ
ル
ナ
リ
ト
ア
ル
ヲ
、
実
源
ガ
ツ
ク
シ
ニ
ア
リ
ケ
ル
ホ
ド
ハ
、
資
通
大
弐
任
也
。
良
暹
ガ
ワ
ガ
ウ

タ
ト
マ
ウ
シ
ヽ
コ
ト
ハ
、
ソ
ノ
サ
キ
ノ
コ
ト
ナ
リ
。
良
暹
フ
ル
ウ
タ
ヲ
ワ
ガ
ウ
タ
ト
イ
ヒ
ケ
ル
ニ
モ
ヤ
ア
ラ
ム
。
元
慶
ガ
ウ
タ
ト
イ
フ
コ
ト
ハ
ソ
ラ
ゴ
ト

ナ
リ
。
モ
シ
元
慶
ガ
良
暹
ガ
ウ
タ
カ
キ
テ
イ
ダ
シ
タ
リ
ケ
ル
ニ
モ
ヤ
ア
ラ
ム
。
イ
ヅ
レ
ニ
テ
モ
イ
ヅ
レ
ニ
テ
モ
ア
リ
ヌ
ベ
ケ
レ
ド
、
ソ
ラ
ゴ
ト
ナ
リ
ト
オ

モ
フ
タ
マ
フ
レ
バ
、
カ
キ
ツ
ク
ル
ナ
リ
。

撰
者
通
俊
は
通
俊
な
り
に
実
源
の
実
体
験
を
ふ
ま
え
て
、
作
者
を
認
定
し
て
い
る

（
（
（

。
対
し
て
経
信
は
、
通
俊
が
根
拠
と
し
た
実
源
の
話
は
資
通
が
大
弐
の
時
代
（
一
〇

五
〇
～
一
〇
五
四
）
で
あ
る
が
、
良
暹
が
自
詠
と
述
べ
た
の
を
聞
い
た
の
は
そ
れ
よ
り
前
の
こ
と
だ
と
反
論
し
て
い
る
。
経
信
が
大
宰
権
帥
と
し
て
下
向
し
た
父
道
方
に

従
い
筑
紫
に
い
た
の
は
長
元
二
年
（
一
〇
二
九
）
以
後
同
六
年
の
こ
ろ
、
時
に
十
四
歳
か
ら
十
八
歳
で
あ
る
。
経
信
の
経
歴
か
ら
い
う
と
、
こ
の
話
は
成
り
立
つ
。
し
か

し
、
良
暹
の
側
か
ら
す
る
と
、
筑
紫
に
い
た
形
跡
は
な
く
、
康
平
末
年
（
一
〇
六
四
）
こ
ろ
六
十
七
歳
ほ
ど
で
没
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
と
す
れ
ば
、
良
暹
は
三
十
歳
過

ぎ
に
な
り
「
七
十
ノ
法
師
」
と
す
る
本
書
の
記
述
と
大
き
く
食
い
違
う

（
（
（

。

『
難
後
拾
遺
』
の
歌
論
と
そ
の
意
義

五
一



『
袋
草
紙
』
雑
談
は
、
元
慶
が
上
洛
の
時
に
臼
歌
と
し
て
山
崎
辺
り
の
下
女
が
こ
の
歌
を
唱
う
の
を
聞
い
て
涙
を
拭
っ
た
と
い
う
別
の
伝
承
を
載
せ
た
う
え
で
、「
而
し

て
」
と
同
話
を
引
用
し
て
い
る

（
（1
（

。
こ
う
し
た
伝
承
を
伝
え
る
資
料
な
り
が
少
な
く
と
も
清
輔
の
許
に
は
存
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
顕
昭
『
後
拾
遺
抄
注
』
に
も
「
此
歌
ハ

元
慶
為
大
山
別
当
於
鎮
西
詠
之
、
上
洛
之
時
於
山
崎
辺
小
屋
下
女
臼
歌
唱
之
。
元
慶
聞
拭
涙
云
々
」
と
み
え
る
。

次
の
例
、
25
（
一
九
三
番
歌
）
に
つ
い
て
の
公
任
の
批
判
を
聞
い
た
と
い
う
経
験
を
記
す
。

　
　
　
　
　
　
　

宇
治
前
太
政
大
臣
家
卅
講
ノ
哥
合
ニ�

赤
染
衛
門

25　

ナ
カ
ヌ
ヨ
モ
ナ
ク
ヨ
モ
サ
ラ
ニ
ホ
ト
ヽ
ギ
ス
マ
ツ
ト
テ
ヤ
ス
キ底

本イ
ヤ「

ハ
ヤ
」

ハ
ネ
ラ
ル
　ヽ
（
一
九
三
）

コ
ノ
哥
合
ニ
ハ
、
右
方
ニ
テ
ハ
ベ
リ
シ
カ
バ
、
ソ
ノ
ホ
ド
ノ
コ
ト
ハ
ク
ハ
シ
ク
キ
〔
ヽ
〕
タ
マ
ヘ
シ
ナ
リ
。
故
宮
内
卿
経
長
、
蔵
人
弁
ニ
テ
、
左
ノ
方
人

ニ
テ
、
ソ
ノ
哥
ド
モ
ヲ
四
条
大
納
言
長
谷
ニ
コ
モ
リ
ヰ
ラ
レ
タ
ル
ト
コ
ロ
ニ
、
モ
テ
マ
ウ
デ
ヽ
ト
ヒ
ア
ハ
セ
ラ
レ
ケ
ル
ニ
、
マ
ウ
サ
レ
ケ
ル
ハ
、
哥
ハ
ア

シ
ウ
モ
ア
ラ
ズ
、
サ
ラ
ニ
ト
イ
フ
コ
ト
バ
コ
ソ
ヨ
シ
ナ
ク
、
イ
タ
ヅ
ラ
ゴ
ト
ナ
レ
ト
ゾ
マ
ウ
サ
レ
ケ
ル
ト
キ
〔

底ヽ
本

〕
タ

「
タ
マ
タ
」

マ
ヘ
シ
コ
ソ
、
ゲ
ニ
サ
モ
ト
ヲ
ボ

ヘ
シ
カ
。

一
九
三
番
歌
は
、
長
元
八
年
（
一
〇
三
五
）
賀
陽
院
水
閣
歌
合
の
出
詠
歌

（
（1
（

、『
後
拾
遺
集
』
の
詞
書
に
「
宇
治
前
太
政
大
臣
三
十
講
後
、
歌
合
し
侍
り
け
る
に
郭
公
を
よ

め
る
」
と
あ
る
。
当
該
歌
合
は
、
長
谷
に
隠
棲
し
て
い
た
公
任
が
選
歌
し
て
お
り
（『
八
雲
御
抄
』
に
よ
れ
ば
左
右
と
も
公
任
が
選
ん
で
い
る
）、
蔵
人
弁
で
あ
っ
た
経
長

（
経
信
の
兄
）
が
左
の
方
人
と
し
て
公
任
の
も
と
に
歌
を
持
参
し
て
い
る
。
公
任
は
、
赤
染
衛
門
詠
に
つ
い
て
悪
く
は
な
い
と
し
な
が
ら
第
二
句
の
「
さ
ら
に
」
の
用
語

を
難
じ
た
。
右
方
で
あ
っ
た
経
信
は
兄
か
ら
そ
の
評
を
聞
い
て
納
得
し
た
と
い
う
。『
袋
草
紙
』
雑
談
で
は
、
兄
の
車
に
同
乗
し
て
長
谷
へ
行
き
、
直
接
公
任
か
ら
聞
い

た
と
あ
る

（
（1
（

。
時
に
公
任
は
七
十
歳
、
経
信
は
二
十
歳
（
袋
草
紙
は
十
八
歳
と
す
る
）。

80
（
一
〇
六
〇
番
歌
）
の
作
歌
事
情
に
つ
い
て
、
同
じ
事
だ
と
し
な
が
ら
も
、
詠
者
輔
親
自
身
の
談
と
し
て
詳
細
な
異
伝
を
述
べ
て
い
る
。
冷
泉
家
本
欠
脱
部
分
に
あ

た
り
龍
大
本
に
よ
る
。

か
つ
ら
な
る
所
に
人
々
罷
て
哥
よ
み
て
、
又
こ
む
と
云
て
後
に
、
か
つ
ら
に
は
ま
か
ら
で
、
月
の
輪
と
云
所
に
人
々
ま
か
り
あ
ひ
て
、
か
つ
ら
を
あ
ら

た
め
て
き
た
る
よ
し
よ
み
侍
し
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

輔
親

80　

さ
き
の
日
に
か
つ
ら
の
里
を
み
し
ゆ
へ
は
け
ふ
月
の
輪
に
く
べ
き
成
け
り　
（
一
〇
六
〇
）

『
難
後
拾
遺
』
の
歌
論
と
そ
の
意
義

五
二



此
哥
は
、
同
事
な
れ
ど
、
す
け
ち
か
か
た
り
し
は
、
能
宣
が
桂
の
家
に
会
し
て
、
又
の
日
元
輔
が
月
の
わ
と
云
所
に
同
人
々
罷
た
り
し
に
、
か
は
ら
け
す

け
ち
か
と
れ
と
人
々
の
侍
し
を
、
な
ほ
な
ど
元
輔
申
侍
し
か
ば
、底

本な
ま

「
は
」じ

ひ
に
か
は
ら
け
と
り
て
よ
み
て
侍
し
を
、
能
宣
も
い
か
ゞ
あ
ら
ん
と
思
給
へ
る

に
、
け
し
う
は
あ
ら
ず
、
つ
か
う
ま
つ
り
た
り
と
こ
そ
申
し
か
。
其
ほ
ど
所
の
衆
に
て
用
侍
し
と
ぞ
申
し
か
ば
、
い
づ
れ
か
た
が
ひ
た
ら
ん
。

父
能
宣
の
桂
の
山
荘
か
ら
翌
日
は
元
輔
の
月
の
輪
の
山
荘
に
お
い
て
親
し
い
も
の
の
歌
会
が
あ
っ
た
時
、
皆
か
ら
盃
を
取
れ
と
言
わ
れ
、
元
輔
（
お
そ
ら
く
主
催
者
）

に
も
勧
め
ら
れ
、
無
理
や
り
盃
を
取
っ
て
詠
ん
だ
。
父
能
宣
も
不
安
に
思
っ
て
い
た
が
、
悪
く
な
く
詠
ん
だ
と
言
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
頃
、
蔵
人
所
に
い
た
の
で
役

立
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
経
信
は
、
以
上
の
よ
う
な
輔
親
か
ら
直
接
聞
い
た
話
を
載
せ
て
、『
後
拾
遺
集
』
の
詞
書
の
記
述
を
批
判
す
る
。
長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）

生
ま
れ
の
経
信
が
そ
の
談
を
直
接
聞
い
た
の
は
、
輔
親
の
没
年
、
長
暦
二
年
（
一
〇
三
八
）
か
ら
す
る
と
、
か
な
り
の
若
年
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
「
桂
の
家
」
と
「
月
の
輪
（
と
い
う
所
の
家
）」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
家
主
に
つ
い
て
、
本
書
は
前
者
を
能
宣
、
後
者
を
元
輔
と
す
る
。
以
下
の
諸
資
料
か
ら
明

ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
記
事
の
信
憑
性
は
疑
わ
し
く
、
ま
ず
「
桂
の
家
」
は
清
原
元
輔
の
山
荘
で
あ
り
、
周
知
の
よ
う
に
、
こ
う
し
た
誤
伝
が
清
少
納
言
の
伝
記
考
証
に

ま
で
支
障
を
来
す
結
果
と
な
っ
て
い
る

（
（1
（

。

同
じ
時
の
歌
会
と
思
わ
れ
る
記
事
が
『
能
宣
集
』
四
三
〇
・『
元
輔
集
』
一
八
一
が
載
せ
る
ほ
か
、
輔
親
の
自
撰
家
集
（『
輔
親
集
』
八
七
・
八
八
）
に
次
の
よ
う
に
あ

る
。『
能
宣
集
』
四
二
九
と
八
七
が
同
じ
折
の
詠
。
以
下
、
和
歌
の
引
用
は
新
編
国
歌
大
観
に
よ
り
、
表
記
は
私
に
改
め
た
。

か
つ
ら
な
る
人
の
い
へ
に
、
逍
遥
し
に
か
れ
こ
れ
い
き
て
、
前
な
る
呉
橋
に
お
り
ゐ
て
、
み
な
人
は
ひ
さ
し
く
見
た
る
心
ば
へ
に
よ
め
ば
、
は
じ
め
て
行
き

た
る
人
に
て

お
も
な
れ
て
水
だ
に
見
な
む
年
へ
た
る
橋
を
は
じ
め
て
け
ふ
わ
た
る
と
も

さ
る
べ
き
わ
ざ
し
て
、
又
人
々
来
む
と
い
ひ
し
を
、
か
つ
ら
へ
は
い
か
で
、
や
ま
し
ろ
の
か
み
の
月
の
を
と
い
ふ
所
に
こ
れ
か
れ
い
き
て
、
か
つ
ら
を
あ
ら

た
め
て
こ
こ
に
来
た
る
心
ば
へ
を
よ
む
に

さ
き
の
日
に
桂
の
や
ど
を
見
し
ゆ
ゑ
は
け
ふ
月
の
わ
に
来
べ
き
な
り
け
り

桂
の
家
が
能
宣
の
家
で
な
い
こ
と
は
傍
線
部
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
り
、「
月
の
輪
（
を
）」
は
山
城
守
の
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
を
三
田
村
雅
子
「
月
の

輪
山
荘
私
考
」（
註
13
前
掲
）
は
、
清
少
納
言
の
夫
「
山
城
守
藤
原
棟
世
」
と
比
定
し
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
元
輔
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

『
難
後
拾
遺
』
の
歌
論
と
そ
の
意
義

五
三



『
袋
草
紙
』
所
収
文

（
（1
（

も
同
様
で
あ
り
、
本
書
の
記
述
は
誤
り
で
あ
る
。
当
該
歌
会
は
い
つ
の
出
来
事
か
、
輔
親
が
蔵
人
で
あ
っ
た
時
期
は
（
あ
る
い
は
棟
世
が
山
城
守

で
あ
っ
た
時
期
も
）
不
明
で
あ
る
が
比
較
的
若
い
こ
ろ
か
と
思
わ
れ
る
。

輔
親
の
談
話
の
あ
ら
す
じ
は
と
も
か
く
、
経
信
が
桂
あ
た
り
の
地
理
に
不
案
内
な
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
歌
会
場
所
の
家
主
に
つ
い
て
は
、
記
憶
違
い
と
言
え
る

か
も
知
れ
な
い
。

本
書
の
歌
論
に
は
、
身
近
な
人
か
ら
の
直
接
の
伝
聞
に
基
づ
き
、
作
者
表
記
、
歌
句
の
書
き
誤
り
や
異
同
だ
け
で
は
な
く
、
作
歌
事
情
の
違
い
を
指
摘
す
る
場
合
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
見
聞
は
経
信
が
十
代
後
半
か
ら
二
十
代
の
若
年
時
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
が
俊
頼
に
相
伝
さ
れ
た
。
六
条
源
家
の
始
発
的
意
義
が
あ
る
と
述
べ
た
所

以
で
あ
る
。

結
び
に
か
え
て

本
書
の
歌
論
に
は
、
歌
合
な
ど
の
実
践
的
積
み
重
ね
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
言
談
故
の
危
う
さ
も
あ
る

（
（1
（

が
、
若
い
時
代
の
直
接
経
験
に
よ
る
知
見
が
見
ら
れ
、

そ
れ
が
俊
頼
に
相
伝
さ
れ
て
い
る

（
（1
（

。
し
か
し
、
そ
の
著
者
に
は
、
は
や
く
か
ら
疑
問
が
あ
っ
た
。『
袋
草
紙
』
雑
談
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

ま
た
難
後
拾
遺
と
云
ふ
物
有
り
。
世
も
つ
て
経
信
卿
の
所
為
と
称
す
。
而
る
に
近
年
、
俊
頼
朝
臣
の
息
子
僧
俊
恵
相
ひ
語
り
て
云
は
く
、
吾
が
妹
の
女
房
逝
去
の
後
、

遺
物
を
開
き
見
る
の
処
、
故
頭
の
遺
草
少
々
、
そ
の
中
に
件
の
難
後
拾
遺
の
草
案
有
り
。
故
頭
の
手
跡
な
り
。
も
し
彼
の
所
為
か
と
云
々
。
予
こ
れ
を
案
ず
る
に
、

も
し
帥
の
口
状
を
も
つ
て
執
事
の
間
の
草
か
。

右
の
記
事
に
「
世
も
つ
て
経
信
卿
の
所
為
と
称
す
」
と
あ
り
、
明
確
な
所
伝
が
な
か
っ
た
の
か
、
後
述
の
俊
恵
の
推
測
に
配
慮
し
た
か
、
本
書
の
著
者
を
遠
回
し
な
言
い

方
で
経
信
と
し
て
い
る
。
清
輔
は
、
著
者
を
め
ぐ
る
最
近
の
逸
話
を
、
俊
頼
の
子
息
で
あ
る
、
俊
恵
か
ら
直
接
聞
い
た
話
と
し
て
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
俊
恵
の
「
妹
の
女

房
」
の
遺
品
の
中
に
故
木
工
頭
俊
頼
（
故
頭
）
が
生
前
に
書
き
残
し
た
草
稿
が
い
く
ら
か
あ
り
、
そ
の
中
に
俊
頼
筆
の
本
書
の
草
案
が
あ
っ
た
の
で
、
父
俊
頼
の
著
作
で

は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
聞
い
た
清
輔
（
予
）
は
、
大
宰
権
帥
経
信
（
帥
、
俊
頼
の
父
）
の
「
口
状
」（
口
述
）
を
俊
頼
が
聞
き
書
き
し
た
折
の
草
稿
か
と

推
測
し
た
。

俊
恵

（
（1
（

の
妹
と
は
誰
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
尊
卑
分
脈
に
よ
れ
ば
俊
頼
に
は
五
人
の
娘
が
あ
り
、「
待
賢
門
院
新
少
将
」（
分
脈
の
配
列
で
い
う
と
長
女
）「
堀
河
院
典

『
難
後
拾
遺
』
の
歌
論
と
そ
の
意
義

五
四



侍
」（
同
じ
く
次
女
）「
宇
治
関
白
宣
旨
」（
同
じ
く
四
女
）
と
記
さ
れ
て
い
る
三
名
が
「
女
房
」
経
験
者
と
し
て
み
え
る
。
な
お
長
治
二
年
（
一
一
〇
五
）
七
月
に
俊
頼

女
子
達
歌
合
（
無
名
歌
合
）
が
あ
り
、
源
師
俊
室
の
女
子
が
確
認
で
き
る
（
分
脈
で
は
五
女
の
位
置
）。
分
脈
に
は
三
女
と
し
て
隆
覚
権
僧
正
室
も
み
え
る
。
俊
恵
よ
り

必
ず
し
も
年
少
と
は
限
ら
な
い
が
、
そ
の
内
の
誰
に
当
た
る
の
か
、
掲
載
の
な
い
子
女
が
あ
っ
た
か
、
も
と
よ
り
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

す
で
に
松
野
陽
一
『
鳥
箒
』（
風
間
書
房
、
一
九
九
五
年
）
所
収
「
Ⅳ
歌
林
苑
と
そ
の
周
辺
」
は
、
こ
の
俊
恵
の
妹
を
め
ぐ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

簗
瀬
一
雄
氏
『
俊
恵
法
師
研
究
』
に
、
袋
草
紙
に
拠
る
俊
恵
妹
の
存
在
の
指
摘
が
あ
る
。
同
女
が
俊
頼
蔵
の
『
難
後
拾
遺
』
等
の
歌
書
を
所
蔵
し
て
い
た
あ
た
り
、

続
詞
花
所
載
歌
の
俊
頼
没
後
に
金
葉
集
資
料
に
触
れ
て
い
る
新
少
将
に
通
う
も
の
が
あ
る
が
、
俊
恵
の
推
定
生
年
の
永
久
元
年
（
一
一
一
三
）
が
動
か
な
い
と
す
る

と
、
や
や
若
す
ぎ
る
か
。
た
だ
、
年
子
の
俊
恵
同
母
妹
で
橘
敦
隆
女
が
母
と
す
る
と
、
敦
隆
が
師
頼
・
俊
頼
と
親
密
な
こ
と
、
歌
才
と
末
子
た
る
こ
と
か
ら
歌
書
を

相
伝
す
る
俊
頼
の
鍾
愛
の
理
由
が
わ
か
る
こ
と
、
俊
恵
と
新
少
将
の
関
係
の
近
さ
も
理
解
で
き
る
こ
と
、
な
ど
蓋
然
性
の
大
き
さ
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
今
の
段
階
で

は
無
難
に
、
俊
頼
晩
年
の
子
（
俊
恵
は
俊
頼
五
九
歳
の
子
）
で
、
年
齢
の
近
い
姉
弟
と
見
て
お
き
た
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
尊
卑
分
脈
の
俊
頼
女
子
の
配
列
は
長
幼

順
で
は
な
い
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

松
野
氏
の
指
摘
す
る
続
詞
花
所
載
歌
と
は
『
続
詞
花
集
』
雑
中
（
八
二
六
）
に
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

金
葉
集
の
を
り
に
い
で
き
た
り
け
る
歌
ど
も
を
、
俊
頼
朝
臣
か
く
れ
て
の
ち
か
き
あ
つ
め
て
お
く
と
て
、
お
く
に
か
き
け
る�

新
少
将

あ
さ
り
せ
し
き
み
も
な
ぎ
さ
に
し
ほ
た
れ
て
た
ま
も
の
く
づ
を
か
き
ぞ
あ
つ
む
る

こ
の
新
少
将
が
、
俊
頼
の
遺
品
を
整
理
し
て
い
る
よ
う
で
、
宮
仕
え
経
験
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
点
か
ら
も
そ
れ
ら
し
く
思
わ
れ
る
。
ま
た
『
新
古
今
集
』
哀
傷
（
八
二

五
）
に
次
の
詠
が
採
ら
れ
た
。

俊
頼
朝
臣
み
ま
か
り
て
の
ち
、
常
に
み
け
る
鏡
を
仏
に
造
ら
せ
侍
る
と
て
よ
め
る�

新
少
将

う
つ
り
け
む
昔
の
影
や
残
る
と
て
見
る
に
思
ひ
の
ま
す
鏡
か
な

亡
父
の
愛
用
し
た
鏡
を
鋳
直
し
て
仏
像
を
造
ら
せ
て
お
り
、
そ
の
詠
歌
か
ら
も
俊
頼
と
の
親
近
さ
が
う
か
が
え
る
。『
和
歌
色
葉
』「
名
誉
歌
仙
」（
女
房
八
十
二
人
）
に

「
続
詞
花　

北
政
所
新
少
将　

俊
頼
朝
臣
女
」
と
み
え
、
忠
通
室
宗
子
に
仕
え
た
ら
し
い
。
元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
一
〇
月
二
日
忠
通
家
歌
合
に
参
加
し
て
い
る
「
少

将
君
」
は
標
題
に
「
俊
頼
朝
臣
女
関
白
家
女
房
」
と
注
記
さ
れ
て
お
り
、
先
の
新
少
将
と
同
一
人
物
と
す
れ
ば

（
（1
（

、
俊
恵
五
歳
時
の
歌
合
に
参
加
し
て
お
り
、
俊
恵
の
年
の

『
難
後
拾
遺
』
の
歌
論
と
そ
の
意
義

五
五



離
れ
た
「
姉
」
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
新
少
将
に
は
、『
月
詣
和
歌
集
』
哀
傷
（
九
八
九
、
九
九
〇
）
に
よ
れ
ば
、
素
覚
法
師
（
藤
原
家
基
）
の
妻
と
の
所
伝

（
（1
（

が
あ
る
。
素
覚
は
晩
年
、
奈
良
と

の
往
還
の
う
ち
に
最
愛
の
妻
を
亡
く
し
、
帰
雁
に
託
し
て
そ
の
喪
失
感
を
詠
む
。
さ
ら
に
素
覚
も
相
次
い
で
亡
く
な
る
。
残
さ
れ
た
息
子
（
藤
原
伊
綱
）
の
悲
痛
な
詠
も

載
せ
ら
れ
て
い
る
。

素
覚
法
師
、
な
ら
に
す
む
べ
き
便
り
あ
り
て
、
秋
の
比
を
ば
新
少
将
を
具
し
て
く
だ
り
て
〔
冬
〕
か
へ
り
て
、
あ
け
ん
年
の
春
は
い
つ
し
か
く
だ
り
て
仏
な

ど
も
を
が
ま
ん
と
申
し
か
た
ら
ひ
て
心
も
と
な
く
思
ひ
け
る
程
に
、
そ
の
年
の
う
ち
に
、
新
少
将
身
ま
か
り
に
け
り
、
歎
き
な
が
ら
あ
く
る
年
の
春
ひ
と
り

く
だ
り
け
る
道
に
帰
雁
の
鳴
き
け
る
を
聞
き
て
よ
み
侍
り
け
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

素
覚
法
師

北
へ
ゆ
く
雁
は
し
ら
じ
な
数
た
ら
で
南
へ
か
へ
る
ひ
と
も
あ
り
と
は

か
く
て
、
な
ら
に
下
り
つ
き
て
次
の
日
、
素
覚
も
又
う
せ
侍
り
に
け
れ
ば
、
か
の
う
た
か
き
つ
け
て
侍
り
け
る
あ
ふ
ぎ
の
か
た
は
ら
に
か
き
つ
け
け
る

�

藤
原
伊
綱

か
く
ば
か
り
は
か
な
く
み
ゆ
る
か
り
の
世
に
残
る
つ
ら
さ
も
思
ひ
け
る
か
な

『
新
勅
撰
集
』
雑
三
（
一
二
四
七
）
に
は
、
新
少
将
の
死
を
め
ぐ
っ
て
次
の
よ
う
な
哀
傷
歌
が
み
え
る
。

病
に
し
づ
み
侍
り
け
る
こ
ろ
、
新
少
将
身
ま
か
り
ぬ
と
聞
き
て
、
素
覚
法
師
が
も
と
に
つ
か
は
し
け
る�

賀
茂
重
保

あ
さ
が
ほ
の
露
の
わ
が
身
を
お
き
な
が
ら
ま
づ
消
え
に
け
る
人
ぞ
か
な
し
き

さ
ら
に
『
頼
政
集
』
雑
（
六
四
一
、
六
四
二
）
も
同
様
の
事
情
を
伝
え
る
。

少
輔
入
道
素
覚
、
年
比
の
妻
に
お
く
れ
て
な
げ
く
と
聞
き
て
と
ぶ
ら
ひ
つ
か
は
す
と
て

ほ
ど
も
な
き
か
し
ら
の
雪
を
も
ち
な
が
ら
さ
き
に
き
ゆ
る
を
あ
は
れ
と
ぞ
き
く

返
し

末
の
露
も
と
の
し
づ
く
は
け
ふ
な
ら
ず
う
き
世
の
上
と
み
る
ぞ
か
な
し
き

其
後
ほ
ど
も
な
く
入
道
も
う
せ
侍
り
に
け
り

『
難
後
拾
遺
』
の
歌
論
と
そ
の
意
義

五
六



新
少
将
の
死
去
は
、
俊
恵
に
近
い
重
保
や
頼
政
な
ど
の
親
し
い
人
々
か
ら
惜
し
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
新
少
将
が
俊
恵
の
姉
妹
で
あ
ろ
う
か
。
俊
恵
が
妹
の
遺
品
の
中
か
ら

俊
頼
筆
の
本
書
を
見
出
し
た
と
い
う
『
袋
草
紙
』
に
清
輔
が
書
き
留
め
た
逸
話
の
背
景

（
（2
（

に
は
、
本
稿
「
は
じ
め
に
」
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
六
条
源
家
歌
論
の
始
発
的
意

義
を
も
つ
本
書
伝
来
の
機
微
が
う
か
が
え
る
。

註（
1
）	

『
袋
草
紙
』
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。
た
だ
し
漢

字
の
振
り
仮
名
、
会
話
文
等
の
「　

」
の
括
り
を
省
い
た
場
合
が
あ
る
。

（
2
）	

冷
泉
家
本
は
巻
末
二
割
ほ
ど
を
欠
い
て
い
る
た
め
、
そ
の
部
分
は
龍
谷
大
学

図
書
館
蔵
本
（
写
字
台
文
庫
、
以
下
龍
大
本
）
で
補
う
。
冷
泉
家
本
と
そ
の
周

辺
に
つ
い
て
、
鈴
木
「『
難
後
拾
遺
』
の
本
文
―
冷
泉
家
本
と
龍
大
本
を
め

ぐ
っ
て
―
」『
国
文
学
論
叢
』
第
六
十
六
輯
（
二
〇
二
一
年
二
月
）
に
ま
と
め

て
い
る
の
で
参
照
願
い
た
い
。
本
書
の
諸
本
分
類
の
基
礎
的
文
献
と
し
て
、
関

根
慶
子
『
難
後
拾
遺
集
成
』（
風
間
書
房
、
一
九
七
五
年
）
が
あ
る
。
竜
草
蘆

旧
蔵
契
沖
本
の
影
印
と
翻
刻
（
見
開
き
に
対
応
）
に
よ
っ
て
拠
る
べ
き
本
文
を

示
し
、
清
水
浜
臣
校
本
（
静
嘉
堂
文
庫
本
）・
彰
考
館
文
庫
本
・
松
平
文
庫
本

な
ど
と
の
校
合
を
施
す
。
さ
ら
に
、
対
応
す
る
下
段
に
神
宮
文
庫
本
を
翻
刻
す

る
。
本
稿
も
参
照
し
た
。
な
お
、
野
村
聡
「
古
本
系
統
本
『
難
後
拾
遺
』
に
つ

い
て
の
考
察
」『
愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
』
第
三
十
三
号
（
二
〇
一
〇
年
三

月
）
は
、
関
根
分
類
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
新
出
の
冷
泉
家
本
を
見
据
え
て
、
さ
ら

に
龍
大
本
を
加
え
、
二
十
二
本
の
諸
本
を
調
査
し
改
め
て
次
の
よ
う
な
分
類
を

提
示
し
て
い
る
。
⑴
と
し
て
古
本
系
統
を
た
て
、
冷
泉
家
本
・
龍
大
本
・
神
宮

文
庫
本
の
三
本
を
あ
げ
、
⑵
と
し
て
流
布
本
系
統
を
た
て
、
ａ
契
沖
本
ｂ
貞
和

等
奥
書
本
ｃ
そ
の
他
に
三
分
類
し
て
い
る
。

（
3
）	

四
戸
俊
一
「
難
後
拾
遺
抄
の
作
者
に
つ
い
て
」『
八
戸
工
業
高
等
専
門
学
校

紀
要
』
第
九
号
（
一
九
七
五
年
一
月
）
は
、
俊
頼
著
者
説
を
主
張
し
て
、
俊
頼

の
判
詞
と
本
書
中
の
評
語
を
比
較
し
類
似
す
る
用
例
を
列
挙
し
て
い
る
。

（
4
）　

本
書
に
詞
書
は
み
え
な
い
が
『
後
拾
遺
集
』
に
は
「
か
れ
が
れ
に
な
り
侍
り

け
る
男
に
よ
め
る
」
と
あ
る
。

（
5
）　
『
袋
草
紙
』
雑
談
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
　

後
拾
遺
の
嘉
言
の
歌
に
云
は
く
、

梅
の
香
を
よ
は
の
あ
ら
し
の
ふ
き
た
め
て
ま
き
の
板
戸
の
あ
く
る
ま

ち
け
り

経
信
難
じ
て
云
は
く
、
よ
め
り
し
人
の
云
ひ
し
は
、「
の
き
に
あ
ら
し
の

ふ
き
た
め
て
」
と
こ
そ
き
き
し
か
。「
よ
は
の
あ
ら
し
の
ふ
き
た
め
て
」、

荒
涼
な
り
。
ま
た
、「
あ
く
る
」
は
、
よ
の
あ
く
る
に
そ
へ
ん
と
に
や
、

わ
る
く
な
り
に
け
り
と
云
々
。
尤
も
謂
は
れ
有
る
事
か
。

　
　
　

本
書
に
は
み
え
な
い
が
「
あ
く
る
」（
板
戸
を
開
け
る
に
夜
が
明
け
る
を
掛

け
る
）
に
添
え
た
改
悪
か
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
陽
明
文
庫
本
『
後
拾
遺

抄
』
勘
物
（
彰
考
館
本
も
同
様
）
に
も
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

経
信
難
云
、
ヨ
メ
リ
シ
人
ノ
イ
ヒ
シ
ハ
、
ノ
キ
ニ
ア
ラ
シ
ノ
フ
キ
タ
メ
テ

マ
キ
ノ
イ
タ
ヤ
ノ
ア
ク
ル
マ
チ
ケ
ル
ト
ゾ

（
6
）	

『
俊
頼
髄
脳
』
の
惟
規
臨
終
の
説
話
は
次
の
通
り
。
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第

七
九
巻
所
収
の
定
家
本
に
よ
る
。
傍
線
部
に
定
家
本
は
「
為
時
也
非
儒　

儒

者
」「
越
後
也
」
な
ど
と
注
記
が
あ
る
。

『
難
後
拾
遺
』
の
歌
論
と
そ
の
意
義

五
七



　

為
善
と
申
す
儒
者
の
子
に
、
惟
規
と
申
す
も
の
あ
り
き
。
親
の
越
中
の

守
に
な
り
て
、
く
だ
り
け
る
時
に
、
蔵
人
に
て
え
く
だ
ら
で
、
か
ぶ
り
給

は
り
て
後
に
ま
か
り
け
る
に
、
道
よ
り
病
を
う
け
て
、
い
き
つ
き
け
れ
ば
、

限
り
に
な
り
に
け
り
。
親
待
ち
つ
け
て
、
よ
ろ
づ
に
あ
つ
か
ひ
け
れ
ど
、

や
ま
ざ
り
け
れ
ば
、
い
ま
は
後
世
の
こ
と
を
思
へ
と
て
、
枕
が
み
に
そ
ひ

ゐ
て
、〔
中
略
〕
僧
こ
の
こ
と
も
の
く
る
ほ
し
と
て
、
に
げ
て
ま
か
り
に

け
り
。
さ
る
人
の
心
ば
へ
も
あ
り
け
り
と
、
し
ろ
し
め
さ
ん
料
に
、
や
く

な
け
れ
ど
申
す
な
り
。
親
あ
り
て
な
ほ
は
た
ら
か
む
か
ぎ
り
は
と
思
ひ
て
、

そ
ひ
ゐ
て
ま
も
り
け
れ
ば
、
ふ
た
つ
の
手
を
さ
さ
げ
て
、
か
よ
り
け
れ
ば
、

心
も
え
で
み
ゐ
た
り
け
る
に
、
も
の
書
か
む
と
お
ぼ
す
に
や
と
、
人
の
心

を
え
て
問
ひ
け
れ
ば
、
う
な
づ
き
け
れ
ば
、
筆
を
ぬ
ら
し
て
紙
を
具
し
て

と
ら
せ
け
れ
ば
書
き
た
る
歌
、

み
や
こ
に
は
恋
し
き
人
の
あ
ま
た
あ
れ
ば
な
ほ
こ
の
た
び
は
い
か
ん

と
ぞ
思

は
て
の
ふ
文
字
を
ば
、
え
書
か
で
い
き
た
え
に
け
れ
ば
、
親
こ
そ
さ
な
め

り
と
申
し
て
、
ふ
文
字
を
ば
書
き
そ
へ
て
、
か
た
み
に
せ
ん
と
て
お
き
て
、

常
に
み
て
泣
き
け
れ
ば
、
涙
に
ぬ
れ
て
、
は
て
は
や
れ
う
せ
に
け
り
と
か

や
。

（
7
）	

経
信
と
為
善
を
め
ぐ
っ
て
、
後
藤
祥
子
「
源
経
信
伝
の
考
察
」『
和
歌
文
学

研
究
』
第
十
八
号
（
一
九
六
五
年
五
月
）、
鈴
木
「『
俊
頼
髄
脳
』
の
中
の
経

信
」『
和
歌
文
学
研
究
』
第
一
二
〇
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）
な
ど
参
照
。

（
8
）	

上
野
氏
前
掲
著
は
傍
線
部
を
「
後
拾
遺
問
答
」
の
折
か
と
す
る
。

（
9
）	

斎
藤
熙
子
「
良
暹
と
そ
の
周
辺
」『
赤
染
衛
門
と
そ
の
周
辺
』（
笠
間
書
院
、

一
九
九
九
年
）
参
照
。
斎
藤
氏
は
『
後
拾
遺
集
』
に
入
集
す
る
贈
答
歌
（
四
八

〇
・
四
八
一
）
か
ら
筑
紫
に
居
住
し
て
い
た
良
勢
（
生
没
年
は
不
明
）
の
誤
り

で
は
な
い
か
と
も
推
測
し
て
い
る
。

（
10
）	

『
袋
草
紙
』
雑
談
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

元
慶
は
大
山
の
別
当
な
り
。
筑
紫
に
て
郭
公
を
詠
む
。

　
　

わ
が
や
ど
の
か
き
ね
な
過
ぎ
そ
時
鳥
い
づ
れ
の
さ
と
も
同
じ
卯
の
花

而
し
て
上
洛
の
時
、
山
崎
の
辺
に
お
い
て
下
女
の
臼
歌
に
こ
れ
を
唱
ふ
。

元
慶
こ
れ
を
聞
き
て
、
涙
を
拭
ふ
と
云
々
。
而
し
て
難
後
拾
遺
に
云
は
く
、

こ
の
歌
は
、
筑
紫
に
侍
る
時
、
良
暹
が
「
吾
が
歌
」
と
な
ん
云
ふ
と
聞
き

て
、「
こ
れ
は
古
歌
と
こ
そ
聞
き
し
か
」
と
云
ひ
侍
り
し
か
ば
、「
七
十
法

師
の
若
き
上
に
読
み
た
り
し
か
ば
古
歌
と
申
す
、
虚
言
な
ら
ず
」
と
申
す

を
、
元
慶
が
歌
と
あ
れ
ば
、
撰
者
に
問
ひ
侍
り
し
か
ば
、
実
源
律
師
筑
紫

に
在
り
し
時
、「
元
慶
が
ま
さ
し
く
よ
め
り
し
と
み
た
る
な
り
」
と
申
せ

ば
、
そ
の
由
を
存
ず
る
な
り
と
云
々
。
実
源
は
資
通
の
大
弐
の
任
に
下
向

す
。
良
暹
が
「
吾
が
歌
」
と
称
せ
し
事
は
そ
の
前
な
り
。
良
暹
が
歌
を
書

き
て
出
だ
せ
り
け
る
に
や
。
元
慶
は
僻
事
な
り
と
云
々
。

（
11
）	

十
巻
本
は
「
衛
門
」、
二
十
巻
本
で
は
「
良
経
」
作
と
す
る
。

（
12
）	

『
袋
草
紙
』
雑
談
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

長
元
の
歌
合
の
時
、
経
信
卿
は
生
年
十
八
な
り
。
参
河
権
守
た
り
。
舎
兄

経
長
卿
は
蔵
人
弁
た
り
。
件
の
歌
合
等
を
評
定
の
為
に
、
経
長
を
も
つ
て

四
条
大
納
言
の
長
谷
に
こ
れ
を
遣
は
す
。
経
信
所
望
し
て
経
長
の
車
の
後

に
乗
り
て
参
上
す
る
な
り
。
納
言
云
は
く
、
か
の
人
何
の
料
に
て
の
光
臨

ぞ
や
と
。
経
長
云
は
く
、
御
評
定
の
趣
を
承
ら
ん
が
為
に
、
所
望
し
て
参

上
の
由
と
。
納
言
興
有
る
の
由
を
示
す
。
仍
り
て
件
の
判
定
の
詞
等
を
具

さ
に
も
つ
て
聞
け
り
と
云
々
。

（
13
）	
三
田
村
雅
子
「
月
の
輪
山
荘
私
考
」『
並
木
の
里
』
第
六
号
（
一
九
七
二
年

六
月
）、
萩
谷
朴
「
清
少
納
言
の
晩
年
と
「
月
の
輪
」」『
日
本
文
学
研
究
』
第

二
十
号
（
一
九
八
一
年
一
月
）
お
よ
び
後
藤
祥
子
「
清
少
納
言
の
居
宅
―
『
公

任
卿
集
』
注
釈
余
滴
」『
平
安
文
学
の
謎
解
き
』（
風
間
書
房
、
二
〇
一
九
年
、

『
難
後
拾
遺
』
の
歌
論
と
そ
の
意
義

五
八



初
出
一
九
八
七
年
）
な
ど
参
照
。

（
14
）	
『
袋
草
紙
』
御
賀
歌
作
法
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

経
信
卿
の
難
後
拾
遺
に
云
は
く
、
輔
親
が
語
り
し
は
、
能
宣
が
桂
の
家
に

会
し
て
ま
た
の
日
、
元
輔
が
月
輪
と
云
ふ
所
に
同
じ
人
々
ま
か
り
た
り
し

に
、
か
は
ら
け
輔
親
と
れ
と
云
ひ
侍
り
し
を
、
能
宣
は
え
つ
か
う
ま
つ
ら

じ
と
云
ひ
侍
り
し
を
、
な
ほ
、
な
ど
元
輔
申
し
侍
り
し
か
ば
、
な
ま
じ
ひ

に
か
は
ら
け
取
り
て
よ
み
侍
る
。

さ
き
の
日
に
か
つ
ら
の
さ
と
を
見
し
こ
と
は
け
ふ
月
の
輪
に
く
べ
き

な
り
け
り

能
宣
も
い
か
が
あ
ら
ん
と
思
ひ
給
へ
つ
る
に
、
け
し
う
は
あ
ら
ず
つ
か
う

ま
つ
り
た
り
と
こ
そ
申
し
し
か
。
そ
の
程
所
衆
に
て
侍
る
故
な
り
と
ぞ
申

し
け
る
。

（
15
）	

前
節
に
述
べ
た
記
憶
違
い
以
外
に
も
、
例
え
ば
45
は
前
の
歌
の
左
注
を
詞
書

と
す
る
、
ま
た
59
で
は
『
後
拾
遺
集
』
入
集
の
実
方
詠
を
清
少
納
言
の
作
と
し

て
引
く
な
ど
、
経
信
と
し
て
は
あ
り
得
な
い
よ
う
な
錯
誤
（
本
文
の
問
題
も
あ

ろ
う
か
）
が
み
え
る
。

（
16
）	

鈴
木
「『
俊
頼
髄
脳
』
の
中
の
経
信
」（
註
7
前
掲
）
に
お
い
て
『
俊
頼
髄

脳
』
と
の
関
連
か
ら
息
子
俊
頼
に
言
談
（
＝
口
伝
）
と
し
て
相
伝
さ
れ
た
歌
論

の
特
徴
を
論
じ
た
。

（
17
）	

俊
恵
の
推
定
生
年
は
永
久
元
年
（
一
一
一
三
）、
母
親
は
橘
敦
隆
、
父
俊
頼

は
時
に
五
十
九
歳
。
簗
瀬
一
雄
『
俊
恵
研
究
』（
著
作
集
、
加
藤
中
道
館
、
一

九
七
七
年
）
参
照
。
俊
頼
は
俊
恵
十
七
歳
の
時
に
亡
く
な
っ
て
お
り
、『
散
木

奇
歌
集
』
に
晩
年
の
子
俊
恵
の
事
蹟
は
う
か
が
え
な
い
。
す
な
わ
ち
俊
頼
か
ら

の
直
接
の
相
伝
を
多
く
受
け
て
い
な
い
と
見
ら
れ
る
。
尊
卑
分
脈
に
み
え
な
い

が
元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
生
ま
れ
の
「
祐
盛
」
と
い
う
弟
も
あ
っ
た
。

（
18
）	

後
代
の
撰
集
で
あ
る
が
『
万
代
集
』（
宝
治
二
年
〈
一
二
四
八
〉
成
立
）
に

同
歌
合
中
の
一
首
が
「
新
少
将
」
の
作
者
名
で
載
る
。
他
の
同
作
者
の
同
集
入

集
歌
は
左
京
大
夫
顕
輔
家
歌
合
で
の
詠
（
後
葉
集
に
も
入
る
）
と
題
不
知
詠

（
続
詞
花
集
に
も
入
る
）
で
あ
る
。
な
お
尊
卑
分
脈
に
み
え
る
「
待
賢
門
院
新

少
将
」
や
「
宇
治
関
白
宣
旨
」
と
の
関
係
は
不
明
。

（
19
）	

素
覚
と
俊
恵
は
親
し
い
関
係
に
あ
り
、『
月
詣
和
歌
集
』
は
賀
茂
重
保
が
祐

盛
法
師
（
俊
恵
弟
）
の
助
力
を
得
て
、
寿
永
元
年
（
一
一
八
二
）
一
一
月
に
撰

し
た
、
俊
恵
に
も
近
い
私
撰
集
。
素
覚
、
重
保
や
後
に
引
く
源
頼
政
も
歌
林
苑

の
会
衆
。
大
取
一
馬
「
素
覚
法
師
詠
歌
攷
付
素
覚
法
師
詠
歌
集
成
」（『
龍
谷
大

学
論
集
』
452
、
一
九
九
八
年
七
月
）
参
照
。

（
20
）	

素
覚
の
最
終
事
蹟
は
、
嘉
応
二
年
（
一
一
七
〇
）
一
〇
月
の
住
吉
社
歌
合
に

沙
弥
素
覚
と
し
て
の
出
詠
が
あ
る
。
こ
の
後
に
妻
新
少
将
と
相
次
い
で
没
し
て

い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。『
袋
草
紙
』
は
平
治
元
年
（
一
一
五
九
）
に
二
条
天
皇

に
献
上
さ
れ
て
い
る
の
で
、「
近
年
」
の
こ
と
と
す
る
当
該
の
逸
話
が
献
上
本

に
記
載
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
逸
話
中
の
俊
恵
の
妹
の
没
年
は
素
覚
妻
の
新

少
将
よ
り
十
年
以
上
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
両
人
を
別
人
と
す
る
他

な
い
。
逸
話
部
分
を
増
補
と
す
る
に
し
て
も
、
今
の
と
こ
ろ
素
覚
（
家
基
）
が

俊
頼
の
婿
で
あ
っ
た
証
拠
も
見
出
せ
ず
、
な
お
不
審
が
多
い
。

〈
付
記
〉
本
稿
は
、
令
和
三
年
度
和
歌
文
学
会
関
西
四
月
例
会
（
第
135
回
）
に
お
け

る
同
題
の
口
頭
発
表
に
基
づ
く
。
発
表
に
際
し
、
多
く
の
方
々
に
お
世
話
に

な
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

『
難
後
拾
遺
』
の
歌
論
と
そ
の
意
義

五
九


